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日本子ども社会学会 第 回大会 プログラム

 
．期 日  2016 年 6 月 4 日（土）・5 日（日） 2 日間 
．会 場 琉球大学（千原キャンパス・共通教育棟） 
．日 程

  前日 6 月 3 日（金）

15：00 ～ 16：50 各種委員会（１号館～２号館各教室）

17：00 ～ 19：00 理事会 （１号館２階大会議室）

※監査につきましては１号館１階 URGCC 推進支援室に

て行います。

第１日 6 月 4 日（土）

9：00 ～ 受付（１号館 階 玄関）

9：30 ～ 12：00 研究発表Ⅰ １、２号館 １～２階

12：00 ～ 12：50 総会 （１号館１階 教室）

12：50 ～ 13：40 昼食

13：40 ～ 15：40 研究発表Ⅱ（１、２号館１～２階）

15：50 ～ 17：50 テーマセッション（１号館１～２階）

18：00 ～ 20：00 懇親会 生協中央食堂）

第２日 6 月 5 日（日）

9：00 ～ 受付（１号館 階 玄関）

9：30 ～ 12：00 研究発表Ⅲ １、２号館 １～２階

12：00 ～ 13：20 昼食

評議会（１号館２階大会議室）

各種委員会（１、２号館 １～２階）

13：20 ～ 15：20 公開シンポジウム（１号館１階 教室）

15：30 ～ 17：30 ラウンドテーブル（１、２号館 １～２階

 
．大会参加費 一般会員：4000 円 大学院生（会員）：3000 円

臨時（当日）会員：4000 円

．懇親会 6 月 4 日（土） 琉球大学 中央食堂

会費 一般会員：4000 円 大学院生（会員）：3000 円

．発表時間 
個人発表：発表 20 分・質疑応答 5 分 
共同発表：発表 40 分・質疑応答 10 分 
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．発表取り消し 
発表の取り消し、および発表日時の変更は原則として認めていません。発表の取

り消しの場合は、早急にお知らせください。学会ニュースに掲載いたします。 
．当日発表資料 

レジュメ等の発表資料を配布される場合は、50 部以上ご用意ください。不足の場合、

大会本部でのコピーはできません。学内及び近隣にコピーできるところはありません。 
．クローク

6 月 4 日（土）、5 日（日）に、18 時まで、１号館１階に用意します。 
なお貴重品はお預かりできませんので、各自でお持ち下さい。 

．会員休憩室

２号館 １階 2-100 教室（その他に会員休憩スペースも２箇所準備します） 
．昼食

4 日（土）は学内食堂が営業しています。ただし、メニューは、限定されたものにな

りますので、ご了承下さい。 
5 日（日）は学内食堂が営業いたしません。大変恐縮ですが各自お弁当を準備いただ

きますようお願いいたします。なお参考までに周辺のコンビニや飲食店の地図を当日

配布いたします。 
．大会本部

URGCC 推進支援室（１号館１階玄関入って右側）

．大会実行委員会連絡先

〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原１番地（千原キャンパス） 
琉球大学 大学教育センター 西本裕輝 気付 
日本子ども社会学会 第 23 回大会実行委員会 
E-mail：hirokin@lab.u-ryukyu.ac.jp （西本裕輝） 
電話：090-7448-7162（西本携帯） 

電話及び FAX：098-895-8742（URGCC 推進支援室：担当古堅
ふるげん

・宇
う

江
え

城
しろ

） 

※ 要旨集録の による配布について

要旨集録は従来通りの冊子の他、pdf ファイルでも配布いたします。日本子ども社会学会

ホームページに 5 月 25 日頃に掲載する予定です。 
学会当日は必要な方にのみ冊子の要旨集録を配布する予定ですので、ぜひ pdf ファイル

をご利用ください。 
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琉球大学へのアクセス

 

 

 
http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/access/より 
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１-１１８教室：研究発表Ⅰ-１部会，総会，研究発表Ⅱ-１部会，テーマセッションⅠ，

　　　　　　　研究発表Ⅲ-１部会，公開シンポジウム，ラウンドテーブルⅢ

大会本部（URGCC推進支援室）：会計監査

受付

クローク

１-２１７教室：研究発表Ⅰ-２部会，研究発表Ⅱ-２部会，

　　　テーマセッションⅡ，研究発表Ⅲ-２部会

大会議室：理事会，ラウンドテーブルⅡ

２-１００教室：会員休憩室（6月5日15:30まで），

　　　ラウンドテーブルⅠ

２-２０１教室：研究発表Ⅰ-３部会，研究発表Ⅱ-３部会，研究発表Ⅲ-３部会

２-２０５教室：研究発表Ⅰ-４部会，研究発表Ⅱ-４部会，研究発表Ⅲ-４部会

　　※ラウンドテーブルの教室は，参加人数により変更になることがあります。
　　※各種委員会の教室は，追ってご連絡いたします。

１号館１階

１号館２階

２号館１階

２号館２階

階
段

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

スタッフ
　控室）

（会員休憩室）

２号館１階

２号館

出入口

階段
ＥＶ

ＷＣ

階
段

Ｅ
Ｖ

号館１階

クローク

渡り廊下

大会本部

Ｗ
Ｃ
階
段

ＷＣ

２号館２階

【受付】 １号館

出入口

会場案内図

階段
ＥＶ

ＷＣ

小会議室

号館２階

階
段

Ｗ
Ｃ

大会議室

会員休憩スペース

１号館１階から渡り廊下にて

２号館２階へつながります。

URGCC推進支援室

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１-１１８教室：研究発表Ⅰ-１部会，総会，研究発表Ⅱ-１部会，テーマセッションⅠ， 
       研究発表Ⅲ-１部会，公開シンポジウム，ラウンドテーブルⅢ 
大会本部（URGCC 推進支援室）：会計監査 
受付 
クローク 

１-２１７教室：研究発表Ⅰ-２部会，研究発表Ⅱ-２部会， 
   テーマセッションⅡ，研究発表Ⅲ-２部会 

大会議室：理事会，評議会，ラウンドテーブルⅡ 

２-１００教室：会員休憩室（6 月 5 日 15:30 まで）， 
   ラウンドテーブルⅠ 

２-２０１教室：研究発表Ⅰ-３部会，研究発表Ⅱ-３部会，研究発表Ⅲ-３部会 
２-２０５教室：研究発表Ⅰ-４部会，研究発表Ⅱ-４部会，研究発表Ⅲ-４部会 

  ※ラウンドテーブルの教室は，参加人数により変更になることがあります。 
  ※各種委員会の教室は，追ってご連絡いたします。 
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【 受付 】 １号館 
出入口 

会 場 案 内 図 

階段 
ＥＶ  

ＷＣ 

小会議室 

 号館 ２ 階 

階 
段 

Ｗ 
Ｃ   

大会議室 

会員休憩スペース 

１号館１階から渡り廊下にて 
２号館２階へ つながります。 

URGCC 推進支援室 
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研究発表Ⅰ  
2016 年 6 月 4 日（土） 9 時 30 分～12 時 

１号館 １階 1-118 教室 
 

Ⅰ－１ 【子どもの人権（１）】 
司会 加藤 理（文教大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

労働をめぐる子どもの人権論・権利論の変容 
尾川 満宏（愛媛大学）  
 

9 時 55 分～10 時 20 分 
沖縄の子どもの貧困対策をめぐる動向  

嘉納 英明（名桜大学）  
 

10 時 20 分～10 時 45 分 
就学前教育を受ける「権利」をめぐって 
－児童養護施設の子どもの幼児期から考える－ 

坪井 瞳（浦和大学） 
 

10 時 45 分～11 時 10 分 
幼児の人権を尊重する保育者の養成とは 
－養成期における実習前後の保育者効力感に関するシステマティックレビューより

香曽我部 琢（宮城教育大学） 
 

11 時 10 分～12 時 
総括討論 
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研究発表Ⅰ 
2016 年 6 月 4 日（土） 9 時 30 分～12 時 

１号館 ２階 1-217 教室 
 

Ⅰ－２ 【保育者】 
司会 上田 敏丈（名古屋市立大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

「待つ」という保育者の専門性 
吉田 貴子（花園大学）  

 
9 時 55 分～10 時 20 分 

保育者養成校における「児童文化」「子ども文化」の取り扱いにおける問題と課題 
○小島 千恵子（名古屋短期大学） 
田中 卓也（共栄大学） 
和田 真由美（姫路大学） 

 
10 時 20 分～10 時 45 分 

保育専攻学生の実態と保育者効力感の関連 
川村 高弘（神戸女子短期大学）  

 
10 時 45 分～11 時 10 分 

保育者の離職と就労の継続 
―育児休業明け保育者の職業的役割の葛藤に着目して― 

中井 雅子（十文字学園女子大学） 
 
11 時 10 分～11 時 35 分  

保育者養成における紙芝居に関する研究 
山本 聡子（名古屋柳城短期大学） 

 
11 時 35 分～12 時  

総括討論 
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研究発表Ⅰ 
2016 年 6 月 4 日（土） 9 時 30 分～12 時 

２号館 ２階 2-201 教室 
 

Ⅰ－３ 【教育問題】  
司会 田中 理絵（山口大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分  

「子ども主体のいじめ防止・解決プログラム」の研究開発 
松下 一世（佐賀大学） 

 
9 時 55 分～10 時 20 分  

小学生の外見コンプレックスといじめ被害傾向の関連性の検証 
―仲間集団への関わり方に着目して―  

鈴木 翔（東京大学大学院・秋田大学） 
 
10 時 20 分～10 時 45 分 

小学生における防犯モラルジレンマに関する研究 
宮田 美恵子（順天堂大学）

 
10 時 45 分～11 時 10 分 

「学校問題」における「子ども／大人」関係の構図と論理 
池田 隆英（岡山県立大学） 

 
11 時 10 分～12 時 

総括討論 
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研究発表Ⅰ 
2016 年 6 月 4 日（土） 9 時 30 分～12 時 

２号館 ２階 2-205 教室 
 

Ⅰ－４ 【教育における多様なニーズ】  
司会 片山 悠樹（愛知教育大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分  

障害のある子どもの放課後生活の場としての放課後等児童デイサービスに関する 
一考察 

三好 正彦（大阪女子短期大学） 
 
9 時 55 分～10 時 20 分  

卒業生が語るフリースクール経験  
藤村 晃成（広島大学大学院） 

 
10 時 20 分～10 時 45 分 

工業高校の職業指導におけるキャリア教育の影 
尾場 友和（大阪商業大学） 

 
10 時 45 分～12 時 

総括討論 
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研究発表Ⅱ 
2016 年 6 月 4 日（土） 13 時 40 分～15 時 40 分 

１号館 １階 1-118 教室 
 

Ⅱ－１ 【子どもの人権（２）】 
司会 尾川 満宏（愛媛大学） 

 
13 時 40 分～14 時 05 分  

欧州評議会の「子どもの性的搾取及び性的虐待からの保護に関する条約」に関する 
一考察――条約履行状況及びモニタリング制度に着目して――  

見原 礼子（長崎大学） 
 

14 時 05 分～14 時 30 分  
日本児童愛護連盟の前姿としての大阪愛護連盟の活動  

和田 真由美（姫路大学） 
 

14 時 30 分～14 時 55 分 
児童養護における「子どもの人権問題」の系譜 
――全養協「子どもの人権を守る集会」（1968‐80 年）の分析から―― 

土屋 敦（徳島大学）  
 

14 時 55 分～15 時 40 分 
総括討論 
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研究発表Ⅱ 
2016 年 6 月 4 日（土） 13 時 40 分～15 時 40 分 

１号館 ２階 1-217 教室 
 

Ⅱ－２ 【幼児】 
司会 香曽我部 琢（宮城教育大学） 

 
13 時 40 分～14 時 05 分  

子育て支援のカリキュラムにおける幼児の主体性の形成過程 
－秋田県かづの・ファミリー・サポート・センターの事例－ 

竹村 直記（上智大学大学院） 
 

14 時 05 分～14 時 30 分  
幼児の就学前学力と保育者による個性理解との関連性  

髙木 誠一（国際武道大学） 
 

14 時 30 分～15 時 20 分 
現代において「子ども社会」の再生は可能か 
－保育施設における子ども集団の創成に向けて－  

○小川 博久（東京学芸大学（名）） 
○岩田 遵子（東京都市大学） 

 
15 時 20 分～15 時 40 分  

総括討論 
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研究発表Ⅱ 
2016 年 6 月 4 日（土） 13 時 40 分～15 時 40 分 

２号館 ２階 2-201 教室 
 

Ⅱ－３ 【教育における語り】  
司会 西本 佳代（香川大学） 
 

13 時 40 分～14 時 05 分  
「教室童話」で語られた望ましい人間像 

――金沢嘉市の低学年・中学年向け童話台本の分析から 
中村 美和子（お茶の水女子大学大学院）  

 
14 時 05 分～14 時 30 分  

休職経験を有する教師のライフヒストリー 
○伊勢本 大（広島大学大学院） 
山田 浩之（広島大学） 

 
14 時 30 分～14 時 55 分 

幼稚園の預かり保育における「公共性」構築過程に関する一考察 
－保育者による語りを手がかりに 

清水 美紀（お茶の水女子大学大学院） 
 
14 時 55 分～15 時 20 分  

幼児の道具使用による自然環境へのかかわりの広がりと深まり（２） 
－「よみたん自然学校（沖縄県読谷村）」の保育実践より－  

○高橋 健介（東洋大学） 
小倉 宏樹（よみたん自然学校） 

請川 滋大（日本女子大学） 
竹村 直記（上智大学大学院） 
 

15 時 20 分～15 時 40 分  
総括討論 
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研究発表Ⅱ 
2016 年 6 月 4 日（土） 13 時 40 分～15 時 40 分 

２号館 ２階 2-205 教室 
 

Ⅱ－４ 【メディア分析】  
司会 馬居 政幸（馬居教育調査研究所） 

 
13 時 40 分～14 時 05 分  

光文社発刊雑誌『少女』に関する読者像と読者の意識形成 
田中 卓也（共栄大学）  

 
14 時 05 分～14 時 30 分  

新聞記事に見る“子どものふれあい動物活動”  
百瀬 ユカリ（大東文化大学） 

 
14 時 30 分～14 時 55 分 

KJ 法型園内研修の現状と課題：保育者向け情報誌の分析から 
○境 愛一郎（宮城学院女子大学） 
中坪 史典（広島大学大学院） 
濱名 潔（まちの保育園） 
保木井 哲史（広島大学大学院） 
 

14 時 55 分～15 時 20 分 
第二の〈子ども〉の誕生から第三の〈子ども〉の誕生へ  

― 戦後日本における子ども像の変化 
山田 浩之（広島大学） 

 
15 時 20 分～15 時 40 分  

総括討論 
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テーマセッションⅠ 
2016 年 6 月 4 日（土）15 時 50 分～17 時 50 分 

１号館 １階 1-118 教室 
 

【テーマ】 
子ども・若者と政治 

 
【話題提供者】 

東野 充成（九州工業大学・研究交流委員会委員） 
「子ども・若者の政治参加と子ども観・若者観の転換」 

板山 勝樹（名桜大学） 
「沖縄県の抱える政治的課題と県民の意識」 

 
【指定討論者】 

内田 康弘（名古屋大学大学院生・研究交流委員会委員）  
玉木 愛 （名桜大学学部生）    

 
【ファシリテーター】 

元森 絵里子（明治学院大学・研究交流委員会委員） 
 
【企画趣旨】 
日本では従来、子どもや若者を政治の主体と見なす視点が弱かった。欧米諸国に比べる

と学校教育においても政治に関わる教育は貧弱であった。しかし、ここ数年、子ども・若

者における政治の主体としての側面が急激にクローズアップされている。2015 年 6 月の

公職選挙法改正により、2016 年夏の参議院選挙から選挙権年齢が 20 歳から 18 歳に引き

下げられ、それに伴って成人年齢の引き下げも議論されるようになった。また、2015 年安

全保障関連法案への反対運動では、SEALDs に代表される若者たちの社会運動の盛り上が

りに注目が集まった。特に、本大会の開催地である沖縄では、基地問題という極めて重大

な政治的課題も抱えている。学校教育においては、教科「公共」の創設や主権者教育の必

要性の高まり、高校生の政治活動を容認する動きもみられ、教員や高校生自身がそれらに

どう対応すべきかが教育現場の大きな課題となっている。実際、いくつかの高校ではこう

した流れを受けて校内で模擬選挙を行っており、教育現場ではこの制度的変化に対して切

実な対応が求められている。こうした昨今の社会的動向をふまえ、本テーマセッションで

は、大人／子どもの区分という子ども社会研究における原理的問題を意識しつつ、上記の

制度改革の現状を確認したうえで、それらが教育現場や社会にいかなる影響をもたしうる

のか議論する。 
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テーマセッションⅡ 
2016 年 6 月 4 日（土）15 時 50 分～17 時 50 分 

１号館 ２階 2-217 教室 
 
【テーマ】 

学校化される子ども・若者の身体 
―アジアの国々との比較から―

 
【話題提供者】 

黄 順姫（筑波大学） 
「日本・韓国の教育が構築する学校的身体と同窓つながり」 

シム・チュン・キャット（昭和女子大学） 
「学校からみる日本とシンガポールの若者像」 

南出 和余（桃山学院大学） 
「バングラデシュ農村社会の「教育第一世代」の子どもたち」 

 
【ファシリテーター】 

針塚 瑞樹（別府大学） 
多賀 太（関西大学・研究交流委員会委員） 

 
【企画】 

渋谷 真樹（奈良教育大学・研究交流委員会委員） 
 
【企画趣旨】 
本学会では、海外の子ども・若者に関する研究の成果が豊富に蓄積されているが、従来の

学会大会では、ともすれば個別の研究成果の発表にとどまり、各国の子ども・若者のあり方

を比較する試みはまだ十分に行われていないように思える。 
そこで、本テーマセッションでは、アジア各国出身の会員や、アジア各国の子ども・若者

を研究している会員から、自身のフィールドと日本とを比較して研究成果を報告していた

だくことにした。 
今回は、各話題提要者から、近代化のタイミングと学歴社会の成熟度がそれぞれ異なる、

韓国、シンガポール、バングラデシュにおける子ども・若者の生活実態や文化についてご報

告いただく。 
そのうえで、フロアの参加者とともに、各国と日本における子ども・若者のあり方の相違

点と共通点や、かれらをめぐる諸問題について、特に社会の「学校化」という視点から議論

してみたい。 
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研究発表Ⅲ 
2016 年 6 月 5 日（日） 9 時 30 分～12 時 

１号館 １階 1-118 教室 
 

Ⅲ－１ 【子どもの人権（３）】 
司会 嘉納 英明（名桜大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

子ども支援における暴力の否定に関する考察 
―児童養護施設の暴力問題に焦点を当てて― 

山口 季音（至誠館大学） 
 

9 時 55 分～10 時 20 分 
普通の子どもから「障がい児」への変容プロセス  

渡邉 文春（松山大学大学院） 
 

10 時 20 分～10 時 45 分 
フリースクールの制度化と不登校擁護運動 

―「強いマイノリティ」と「弱いマイノリティ」への分化を中心に― 
田中 佑弥（武庫川女子大学） 
 

10 時 45 分～11 時 10 分 
１０代の出産に対する意識からわかること 

梅原 佐知子（東京都立橘高等学校） 
 

11 時 10 分～12 時 
総括討論 
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研究発表Ⅲ 
2016 年 6 月 5 日（日） 9 時 30 分～12 時 

１号館 ２階 1-217 教室 
 

Ⅲ－２ 【異文化と教育】 
司会 望月 重信（明治学院大学（名）） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

中国都市部における産育実践の現状とその変化－産育用具を通して 
翁 文静（九州大学）  
 

9 時 55 分～10 時 20 分 
多文化保育の定義に関する研究 

品川 ひろみ（札幌国際大学短期大学部） 
 

10 時 20 分～10 時 45 分 
日本人学校の教員という選択  

作田 良三（松山大学） 
 

10 時 45 分～11 時 10 分 
米国の保育者は日本の幼稚園における「クラス対抗競技」をどのように捉えるのか？ 

中坪 史典（広島大学） 
 

11 時 10 分～12 時 
総括討論 
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研究発表Ⅲ 
2016 年 6 月 5 日（日） 9 時 30 分～12 時 

２号館 ２階 2-201 教室 
 

Ⅲ－３ 【子どもと家庭・地域】 
司会 坪井 瞳（浦和大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

子どもの成育環境における地域ネットワークの拡充に向けて  
春日 清孝（明治学院大学（非）） 
 

9 時 55 分～10 時 20 分 
きょうだい構成は学力に影響を与えるか 

前馬 優策（大阪大学） 
 

10 時 20 分～10 時 45 分 
子どもと地域とのつながりや保護者の学校・地域とのつながりは、子どもの学校生活

にどのような影響を及ぼしているのか？  
○久保田 真功（富山大学） 
白松 賢 （愛媛大学） 
 

10 時 45 分～11 時 35 分 
地域社会と学校の連携に関する義務教育学校教員の意識と行動 
～長野県佐久市と東京都豊島区の小・中学校教員調査を手懸かりに～ 

○岡崎 友典（放送大学（名）） 
○森 俊英（元石巻市立中学校校長） 
○鈴木 秀男（東京都台東区教育委員会） 

 
11 時 35 分～12 時 

総括討論 
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研究発表Ⅲ 
2016 年 6 月 5 日（日） 9 時 30 分～12 時 

２号館 ２階 2-205 教室 
 

Ⅲ－４ 【教育方法とカリキュラム】 
司会 長谷川 祐介（大分大学） 

 
9 時 30 分～9 時 55 分 

教育現場におけるコーチング・アプローチについて  
鳥羽 きよ子（しぎさん看護専門学校） 

 
9 時 55 分～10 時 20 分 

幼保一体化と自己尊重感を育てる保育カリキュラム 
大橋 喜美子（神戸女子大学） 
 

10 時 20 分～11 時 10 分 
デジタル教科書に関する教師と児童・生徒の意識 
―経年比較からそのあり方を考える― 

○武内 清（敬愛大学） 
○浜島 幸司（同志社大学） 
谷田川 ルミ（芝浦工業大学） 
 

11 時 10 分～11 時 35 分 
児童・生徒のデジタル教科書に対する意識 
―使用経験の有無による比較を中心に― 

谷田川 ルミ（芝浦工業大学） 
 

11 時 35 分～12 時 
総括討論 
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2016 年 6 月 5 日（日） 13 時 20 分～15 時 20 分  
１号館 １階 1-118 教室 

公開シンポジウム 
沖縄の子育て事情と子ども・子育て支援新制度への対応 

―学習指導要領改訂論議を視野に― 
 

登壇者：無藤 隆 （白梅学園大学）  
寳來 生志子（横浜市こども青少年局） 
宮國 義人（沖縄県教育委員会（前）） 
末広 尚希（ライオンの子保育園） 

司 会：馬居 政幸（馬居教育調査研究所） 
西本 裕輝（琉球大学） 

 
沖縄県は残念ながら、子育てにおいてさまざまな問題を抱えていると言える。学力が低い

ことは知られているが、その背景には、出生率１位の一方で失業率１位、離婚率１位、県民

所得最下位など、子育ての条件の厳しさもあると考えられる。また小学校入学前の１年間、

１年制の公立幼稚園に通い午後から行き場を失ったり二重保育に陥ったりするなど、幼児

教育段階での空白期間が生じる「５歳児問題」という沖縄独自の問題も存在している。 
そうした中で注目したいのが「子ども・子育て支援新制度」である。平成 24 年８月に成

立した子ども・子育て関連３法に基づくこの制度では、「認定こども園」の充実が重要な柱

の一つとなっており、こども園を充実させることにより空白期間が埋められ、解決する沖縄

の問題も多いと思われる。 
さらに、質の高い保育と教育を共に提供する制度の拡充は、小 1 プロブレムを解決する

スタートカリキュラムを介して、全国の小学校教育に今後求められる新たな資質・能力育成

の方法（アクティブラーニング）や教育課程の在り方（カリキュラムマネージメント）にも

影響すると考える。「学習指導要領改訂論議を視野に」を副題にした理由である。 
このように、本シンポジウムは、沖縄の抱える保育と学力の問題とそれを解決する可能性

と進むべき方向を議論することを通して、我が国全体が抱える幼児期の保育と教育の課題

について一石を投じることを目的とする。 
そこで登壇者として、多くの保育・幼児教育と学習指導要領改訂に関わる政府審議会や調

査研究会の座長を務め、我が国の改革をリードする無藤隆氏、横浜市において全国に先駆け

「待機児童ゼロ」を達成し「横浜版接続期カリキュラム」の実践に関わる寳來生志子氏をお

迎えし､子育て新制度の可能性とスタートカリキュラムの課題について論じていただく。 
また沖縄側からは、保育園を自ら経営し、那覇市みらい会議など、数々の委員を務める末

広尚希氏、幼小連携を推進する沖縄県教育委員会義務教育課から宮國義人氏をお迎えし、沖

縄の現状について報告していただく。 
以上の登壇者からの提案をふまえ、フロアからの意見もいただきつつ、沖縄ひいては我が

国の子育ての進むべき方向について提案していきたい。 
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ラウンドテーブルⅠ 
2016 年 6 月 5 日（日）15 時 30 分～17 時 30 分  

２号館 １階 2-100 教室 
 
申込者氏名・所属 
臼杵 百合子（日本医療保健大学） 
 

テーマ 
人間教育・心の教育・性教育Ⅱ 

 
１）コーディネーター 
山田 富秋（松山大学） 

 
２）司会者  
臼杵 百合子（日本医療保健大学） 

 
３）提案・討論者 
三角 正明（日本医療保健大学） 
高木 茂子（雑誌編集者） 
森居 あかね（臨床心理士・スクールカウンセラー） 
森田 真弓（旭川市立朝日小学校 養護教諭） 
宮崎 悦子（学校医 内科医） 
早崎 里香（小児科医） 

 
 
内容 
前回(2015 年、愛知教育大学)に続いて、「人間教育・心の教育・性教育」について考える

ラウンドテ－ブルです。今回は、全国千校の中学校、高等学校養護教諭への性教育アンケー

ト実施の報告。 
教育現場からの現状報告、医療現場の現状報告と、多岐にわたり性教育を、心の教育・人

間教育の観点から討論したいと思います。 
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ラウンドテーブルⅡ 
2016 年 6 月 5 日（日）15 時 30 分～17 時 30 分 

１号館 ２階 大会議室 
 
申込者氏名・所属 
宮内 洋（高崎健康福祉大学：ただし 2016 年 3 月末まで） 

 
テーマ 
子どもの貧困：沖縄における若年層をもとに 

 
１）コーディネーター 
宮内洋（高崎健康福祉大学：ただし 2016 年 3 月末まで） 

 
２）司会者 
同上 

 
３）登壇者 
①話題提供者：上間 陽子（琉球大学） 
②話題提供者：打越 正行（特定非営利活動法人 社会理論・動態研究所） 
③討論者：新藤 慶（群馬大学） 

 
内容 

現代日本社会においては主要な問題の一つである子どもの貧困について、参加者ととも

に議論を深めていきたい。そのために、今回の大会開催の地である沖縄県において、若年層

に対する丹念な聞き取り調査を続けている二人の研究者をお招きし、その調査結果を発表

していただき、机上の空論ではなく、その切実な質的調査結果から議論を深めていく。上間

氏には過酷な環境に置かれる若年女性を中心に、一方の打越氏にはそのような若年男性を

中心に報告していただく。ちなみに、打越氏は日本教育社会学会の学会誌のレビューでも大

きく取り上げられたように、実際に暴走族の「パシリ」としてフィールドワークをおこなっ

た国内でも稀有な研究者である。なお、本ラウンドテーブルは一部、JSPS 科研費 25590128
の助成による研究成果に基づいている。 
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ラウンドテーブルⅢ  
2016 年 6 月 5 日（日）15 時 30 分～17 時 30 分 

１号館 １階 1-118 教室 
 
申込者氏名・所属 
鬢櫛 久美子（名古屋柳城短期大学） 
 

テーマ 
紙芝居の可能性を探る－次世代への伝承メディア－ 
 

１）コーディネーター 
鬢櫛 久美子 （名古屋柳城短期大学） 
 

２）司会者 
川北 典子（平安女学院大学） 
 

３）提案者・討論者  
①提案者：沖縄の紙芝居活動家 の方々 
②討論者：堀田 穣（京都学園大学） 

山本 聡子（名古屋柳城短期大学） 
 

内容 
戦後 70 年を迎えた昨年、沖縄では戦争体験を風化させないように、戦争を語り継ぐメデ

ィアとして、紙芝居を制作し活用している様子が報道されました。戦時下、国策紙芝居とし

て戦争協力に用いられた紙芝居が、今日では平和な社会を希求するメディアとして活用さ

れているのです。紙芝居が「大人から子どもへ」の伝達のすぐれたメディアであることの証

ともいえるでしょう。沖縄で紙芝居活用された方々の実践事例を通して、体験を紙芝居にす

ること、そして演じることの意義についても考えてみたいと思います。 
紙芝居の可能性について、今年も皆さんと語り合いたいと思います。 
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では、子どもたちのよりよい生活や育ちの環境、学習のあり方を追究
していくために、子育て・教育のさまざまな側面に焦点をあてて調査・研究を行っています。

ベネッセの調査・研究活動

■東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所共同研究
「子どもの生活と学び」研究プロジェクト（親子パネル調査）
「子どもの生活と学びに関する親子調査 」速報版

東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所は、全国の小学１年生～
高校３年生の子どもとその保護者約２万１千組の調査モニターを対象に、毎年１回
以上の定期的な調査（親子パネル調査）を実施する共同研究プロジェクトを発足。

2015年７月に第１回調査（Wave１、子どもの生活と学びに関する親子調査2015）を実施し、
12学年にわたる子どもの生活と学習、保護者の子育ての様子を明らかにした。
今後も毎年、同じ子どもと保護者を調査し、親子の「成長・発達」の様子やその
因果関係を明らかにしていく。 ※「子どもの生活と学びに関する親子調査2015」報告会（仮）を
2016年７月17日（日）に東京大学大学院情報学環・福武ホールにて開催。

■ 第５回 学習基本調査
1990年に第1回調査をスタートし、2015年6月～7月に第5回調査を実施した。
小・中・高校生の25年間の学びの変化をデータでみることができる。
今回の結果からは、子どもたちの家庭学習時間の回復や宿題の増加、能動的な
学習を好きと回答する子どもの増加、勉強の効用感の上昇や社会観・将来観の
変化などがみられている。

で実施している各調査結果は、以下のウェブサイトにてご覧いただくか、
報告書などのタイトルでご検索ください。 ＊調査報告書の販売はしておりません。ご了承ください。

http://berd.benesse.jp/
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